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	・多因子疾患等の克服にむけては、さらなる連携を深め、�　コホート/バイオバンク間のデータ統合解析（メタ解析・�　プール解析等※）の推進が必要。�　※お互いに連携先のデータと突合しやすくするために�　　 二次加工する等の工夫を図る。��・データ統合解析を行うことにより、　　�　要因グループ別の解析、遺伝環境交互作用の解析、�　ひいては、エビデンスの構築・蓄積を促進できる。�　⇒ランダム誤差の排除や検出力の向上に加え、疾患関連遺伝子�　　の探索やリスク評価等における最適化・効率化が図れる。　　��・「『AMEDによる多因子疾患研究と研究基盤の組合せによるチーム編成』（案）」の活用。�
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